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埼玉県は自転車の保有率が日本一です。私も例にもれず、幼いころから自転車に
慣れ親しんできました。大人になり車に乗るようになり、そして議員になり安全
対策を考えるようになると、以前はずいぶん危ない運転をしていたものだと気
づかされ、反省させられました。自転車は便利で手軽、そして健康に良い乗り物
である一方、時に交通事故の加害者となってしまうこともありうる乗り物です。
以前にもまして一人一人が交通安全への責任を求められるようになっていま
す。ルールを守り、皆が気持ちよく通行できるよう、ご協力をお願いいたします。

2011 年 12 月・2014 年 3 月一般質問要旨
【Q】自転車の安全対策について、道路交通法の改正も
踏まえ、今後市としてどのように取り組み、どのように
市民に周知を行っていくのか。また、教育現場ではどの
ような教育を行っていくのか。
【A】 道路交通法一部改正の周知については、広報かわ
ぐち、ホームページへの掲載、交通安全運動の街頭キャ
ンペーン等において、罰則があることを含めたチラシ
等を配布し、周知を行なっている。
教育現場においては、市立幼稚園、市立小中高等学校全
校園に対し、「自転車利用者にかかわる新ルール・罰則
について」の周知を図った。また、各学校では警察署な
どの協力を得て交通安全教室を実施するなど、安全教
育の推進に取り組んでいる。児童生徒に対する道路交
通法一部改正の趣旨の徹底、自転車の適正な利用及び
安全走行の指導、保護者への情報提供の３点について、
特段の配慮をお願いした。

【Q】自転車が走る車道の左側や路側帯は、構造物の継
ぎ目や段差などもあり、安全に走行できるとは言い難
い部分も多い。自転車走行を考慮した道路づくりつい
て、市はどのように考え、実施しているのか。
【A】  道路の清掃、毎日の道路パトロール及び緊急補修
工事の実施に加え、路面の調査、診断を行
い、幹線道路を中心に道路の老朽度を把
握し、さらには職員みずから自転車に乗
り、パトロールも
実施している。今
後も自転車走行
等の安全も考慮
しながら、これら
を継続し、適宜、
補修及び改修工
事を行っていく。

改正道路交通法が施行され、自転車が道路の右側にある
路側帯を走ることが禁止されました。
違反した場合は 3 カ月以下の懲役または 5 万円以下の罰金となります。

これらを受けて、2011 年 12 月および 2014 年 3 月の議会一般質問において
自転車の安全対策について取り上げました。
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子育てに関する悩みや不安は

埼玉県小児救急電話相談

電話：#8000 ダイヤル回線、IP 電話は 048-833-7922
（月～土　19:00- 翌 7:00、日祝　9:00- 翌 7:00）
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